

















　 一方,黄 色ブ ドウ球菌や溶連菌感染症による急
性感染症,食 中毒の病原毒素であるエ ンテロ トキ




面のMHCク ラス Ⅱ分子 との結合 を介 してT細胞
に刺激が伝達 され,そ の抗原特異的に細胞増殖 を




分子 とT細胞上のCD28分子 と相補的な結合 を介




enterotoxin　Bを用 いま した。　SEB刺激 によ りヒ
ト末梢血単球細胞表面 にCD80を発現 した細胞の
割合 が優位に上昇 してお りました。一方,CD86




説をたて,CD80分子 を発現 した単球のアポ トー




た らす現象 として知 られてい ます。SEB添加後,
培養初期か ら可溶性Fas　Ligandが産生 され るこ
とも確認 しました。CD80分子 を発現 していない
単球は選択的にアポ トーシスによりその割合が減
少 し,結 果 としてCD28分子 とCD80分子 の間 に
相補的な結合が生ずる確率が高まり,免疫活性が
生ず ると考 えました。 また,CD80分子を発現 し
た単球細胞の割合 はLPSの作用により低下するこ
とが確認され ました。LPSは単球のアポ トーシス
を抑制 し,結果 としてCD80分子の発現す る割合
が低下すると考 えました。 リコンビナン トサイ ト
カインを用いた実験の結果,IL-4,　IL-10により
抑制 され ることが示唆 され ました。









　その後,地 元の松本歯科大学に移動 して,骨 代
謝について研究 を継続 させていただきましたが,
今回は紙面の都合上,割 愛 させていただきます。
